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自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントとして独立

  インドネシア語翻訳・通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも51年
になりました



セミナー要旨

3

• 習慣、文化、宗教、法律、言語の異なるインドネシアにおいて、問題を
抱えて苦悩している日本人を時々見かけます。

• 本社に頼れないだけでなく、現地に於いても限られたリソースやネット
ワークで、孤軍奮闘している姿には心が痛みます。

• そこで、50年間のインドネシアでの仕事の経験を基に、労務・経理・税

務・総務・営業・製造・調達・貿易・物流・駐在の各分野での、お困りご
と相談と題するセミナーをシリーズで開催することにしました。

• このセミナーでは、貿易分野で想定されるお困りごとをいくつか取り上
げて、それへの対応策を解説します。

• このセミナーが、孤軍奮闘されている駐在員にとって、少しでもお役に
立てることを願っております。
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1. 乙仲の役割と選択
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インドネシアでの輸入手続き、あるいは輸出手続きにおいて、乙仲と称する業者が
必要とされるが、その役割と選択方法が分らなくて困っている。

 戦前は不定期船の輸出入手続きを代行する甲仲（甲種仲立人）、定期船の輸出
入を代行する乙仲（乙種仲立人）、そして海運貨物の運送に特化した丙仲（乙種
仲立人）が存在しましたが、現在では乙仲がその全てを取り扱っています。

 具体的には輸出者の工場出荷から、輸入者の倉庫搬入までの、物品の移送と通
関に必要な全ての書類作成とその手続きを代行してもらえます。

 輸出者側と輸入者側がそれぞれに別々の乙仲に代行を依頼することもあります
が、日本とインドネシアの間の貿易であれば、インドネシアに現地法人あるいは支
店を持つ日本の乙仲に、双方の代行を委託した方が便利です。

 乙仲は海貨業者あるいはフォワーダーとも呼ばれますが、日本では日本通運（日
通）、近鉄エクスプレス（KWE）、郵船ロジスティクス、阪急阪神エクスプレス、ロジ

スティード（旧日立物流）、商船三井ロジスティクスなどが挙げられ、特に航空輸送
に強いKWEや海上輸送に強い商船三井ロジスティクスなどがあります。



2. FOBの本当の意味
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輸出入取引の契約を結ぶ際に、FOB契約を前提とすることが多いのですが、FOBの
本当の意味が分からなくて困っている。

 FOBとは貿易の条件を定義するもので、国際商業会議所（ICC）が定めた「インコ
タームズ（Incoterms）」の世界標準の代表的な条件です。

 インコタームズは貿易における輸出者と輸入者の費用負担、危険負担、そして引
渡義務履行を定めるものです。

 FOBは“Free On Board”の略語で、輸出港で指定された船舶に積み込まれるまで

の費用を含んだ価格で、その時点で商品に関わる責任は輸出者から輸入者に移
転することになります。

 CIFは“Cost, Insurance and Freight”の略語で、輸入港に着くまでの運賃と保険料も
含んだ価格ですが、商品に関わる責任の移転はFOBと同じです。

 DDPは“Delivered Duty Paid”の略語で、輸入港に着くまでの全ての費用と責任を
輸出者が持つものです。

 他にもいくつかの条件があります。



3. 物品の運送方法
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自社の製品を輸出する際に、費用と時間の面で最適な方法が何か、どうやって判断
すべきか分らなくて困っている。

 物品を国境を越えて移送することを貿易と称しますが、移送あるいは輸送方法は
無数にあります。

 代表的な方法はコンテナーに積み込んでコンテナ船での海上輸送（日本からイン
ドネシアまで約2週間で、20フィートコンテナ―代金は約USD1,000）ですが、少量で
急ぎの場合は航空貨物便での空輸（約４日間）です。

 他にも小物の場合はFedExやDHLのような国際宅急便、あるいは国際郵便を使い、
Door to Doorで委託することも可能です。

 出張者が持ち運びする、いわゆる“Hand Carry”と言う方法もありますが、出発空

港ならびに到着空港での輸出入通関は、上記の運送方法と同様に必要で、これ
を怠ると密輸になります。

 ソフトウエアやパケージソフトなどのデジタル製品で、インターネット経由で送信さ
れる場合は関税は適用されません。

 まるわかりインドネシアの輸入業務

https://www.hmkt.jp/65_import.pdf


4. 海上保険の契約
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日本から輸入する設備機械や部材に海上保険を掛けたいが、本当に必要なのか、
そして掛ける場合の手続きが分らなくて困っている。

 日本からインドネシアに海上輸送する場合は、約2週間前後の航海日数を必要と

しますが、その間に商品が毀損したり、万が一船舶が沈没したりした時の補償とし
て海上保険を掛けておきます。

 保険料率はCIF価格の0.3%前後が目安とされ、決して高額なものではないので、
特にFOB取引の場合は輸入者自身が掛けることになるため、忘れないようにしなく
てはなりません。

 インドネシアの場合、輸入通関に時間がかかり経時変化を起こしたり、検査の際
に破壊したり紛失する場合がありますが、海上保険が輸入者の倉庫搬入までカ
バーされていることを、事前に確認しておくことをお薦めします。

 特に単発で輸入する高額な機械や、中古品の機械設備は、輸入通関に時間を要
することが多いので要注意です。



5. 輸送日数の計算

9

日本から定期的に輸入する部材の在庫を、安全で適正なレベルで維持するために、
正確な輸送日数をどのように計算するべきか分らなくて困っている。

 日本の工場または倉庫から、インドネシアの工場または倉庫までの経路と日数は
大概いかのようになります。

1. 工場/倉庫から輸出港への搬送   2日前後
2. 輸出港での通関から出港    3日前後
3. 海上輸送    12日前後
4. インドネシアの港での通関    3日前後
5. 港から工場/倉庫への搬送    2日前後

合計 22日前後

 これは定期的に輸入される部材等で、インドネシアでの輸入通関が、現物検査の
無いオンライン申請の場合ですので、物件によっては4番の輸入通関日数が大き
く変わって来ます。

 また、国際情勢によってコンテナーの供給が追い付かない場合などは、出港まで
の日数が大きく変わって来ます。



6. インドネシアの輸入通関
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輸入通関は乙仲業者に一任しているが、時々通関が遅れて材料在庫が切れそうに
なってしまうが、輸入通関の仕組みが分らなくて困っている。

 輸入通関の仕組みは基本的に世界共通ですが、インドネシアの場合は安価な中
古商品や麻薬などの密輸が多く、その疑いを持たれたりすると大幅に遅れてしま
います。

 また、書類に不備が見付かったりした場合、その対応は乙仲が行うのですが、賄
賂を要求されたりして、その交渉で遅れたりする場合もあります。

 インドネシアの税関は1980年代に余りに不正な手続きが多く、当時の大統領の命
令で廃止され、スイスの検査機関SGSに一任された時期もあるくらいで、ややもす
ると汚職の温床になり易い機関です。

 SGSから権限を取り戻した後は改善に努力して来ましたが、最近また良くない噂が
広まっていますので注意が必要です。

 インドネシアの輸入手続きの仕組み

https://www.hmkt.jp/165_importsystem.pdf


7. 輸入コストの計算
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日本から部材を輸入する際の、インドネシア工場での仕入コストの計算が果たして
正しいのか分らなくて困っている。

 輸入コストを試算する際に気を付けなければならないことは、以下の三点です。
1. 貿易契約はFOBかCIFか？

 FOB契約の場合は海上運賃と保険料を輸入者側が負担するので、それ
らを輸入コストに入れるのを忘れてはなりません。

2. 輸入関税は特恵制度を活用しているか？

 日本からインドネシアへの輸出品は、ほとんどが日本・アセアンの特恵
関税を受けられますが、それを知らずに活用しないとCIF価格×5％前
後のコスト増となります。

3. 決済通貨の為替レートは？

 多くのケースでは貿易決済をアメリカドルで行いますが、日本円／アメ
リカドル／インドネシアルピアの為替は何時時点の、売値・中値・買値
の何れを使うのかにより、輸入コストは大きく変わって来ます。

 インドネシア向け輸出販売価格の試算方法

https://www.hmkt.jp/142_exportprice.pdf


8. インドネシアからの輸出
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元々はインドネシア国内市場に販売する商品を製造するための工場であったが、第
三国への輸出を検討するために何をしたら良いのか分らなくて困っている。

 海外に支店や子会社を持っている大企業と異なり、中小企業が他国の市場開拓
をすることは簡単ではありません。

 比較的少ない費用（USD3,000前後）で海外での顧客候補を開拓する手段としては、

ジャカルタ周辺の産業展示会で頻繁に開催される、各種産業展示会に出展する
ことです。

 東京、名古屋、大阪で開催される産業展示会に出展し、そこで出会った海外の顧
客候補に、インドネシア現地法人から輸出することも可能です。

 特定の国を絞って顧客を開拓したい場合は、その国での産業展示会に出展する
のが良いでしょう。

https://www.hmkt.jp/81_tenjikai.pdf
https://www.eventseye.com/


9. 保税区の活用
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輸入部材を使って製造した商品を再輸出したいが、輸入関税などを免除する方法と
して、どんなものがあるのか分らなくて困っている。

 一番簡単なのはKITEと言う制度を活用して、書類上の手続きだけで、輸入関税、
付加価値税、奢侈品税を免除してもらうことが可能です。

 売上の50％以上を輸出する場合は、保税工場の資格を取ると、機械設備の輸入

においても輸入関税、付加価値税、奢侈品税を免除してもらうことが可能ですが、
ゲートやヘンスなどの強化工事が必要となります。

 輸出専用として新たな工場を建設する場合は、その業種に特化した経済特区に
立地出来れば、輸入税などの以外の面でも特恵を受けられる可能性があります。

 インドネシア政府は輸出を奨励していますので、工業省あるいは商業省の管轄部
署を訪ね、支援や助言を得ることをお薦めします。

https://www.hmkt.jp/221_kite.pdf
https://www.hmkt.jp/66_hozei.pdf
https://www.hmkt.jp/151_tokku.pdf


10.輸出入代金の決済
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輸出入代金の決済は色々とあるが、何を基準に選択すべきか分らなくて困っている。

 輸入者側の場合は、指定された物かどうかを確認した後に支払うことが理想的で
すが、出来るだけそれに近い条件で支払方法を決めることです。

 そのためには、支払猶予期間を設けられる決済手段を銀行と相談してみると良い
でしょう。

 輸出者側の場合は、船積する前に代金を支払ってもらうことが理想的ですが、出
来るだけそれに近い条件で支払方法を決めることです。

 後払いの場合は、輸出入銀行に仲介してもらい、そこから発行される信用状
（Letter of Credit:L/C）を基にした、L/C決済が一番安心です。

 銀行を経由した支払決済は高額の手数料が発生するため、デジタル決済の利用
が増えていますが、利便性が高く手数料も少ないので重宝されますが、セキュリ
ティーの観点から高額決済の場合は要注意です。



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
https://www.hmkt.jp/
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたサイトです。
毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。
（Googleトップランキング）

インドネシア最新情報ブログ
https://per-inc.com/blog/
あらゆる分野での情報を毎日、どんなメディアよりも早く紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
公式サイトに掲載されたセミナースライドサンプルの中から、ダウンロード件数の多い
もの順に音声解説付きのスライドをアップロードしています。
インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開されています

https://www.hmkt.jp/
https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ


16

ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です


	お困りごと相談�貿易編
	自己紹介
	セミナー要旨
	目次
	乙仲の役割と選択
	FOBの本当の意味
	物品の運送方法
	海上保険の契約
	輸送日数の計算
	インドネシアの輸入通関
	輸入コストの計算
	インドネシアからの輸出
	保税区の活用
	輸出入代金の決済
	最新のインドネシア情報はこちらから
	スライド番号 16

